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１ 事業の基本理念 
 
三溪園は、明治39(1906)年に実業家・原三溪が、自然や文化財は共有財であるという考えから、
自邸を広く一般に公開したことに始まります。三溪が庭園、移築した歴史的建造物や蒐集した美術
品を公開したことにより、三溪園は単に行楽の地にとどまらず日本文化の保護や育成・啓蒙、そして新
たな文化の醸成にもつながりました。本財団では、三溪の遺志、そして三溪園が果たしてきたこうした
役割を受け継ぎ、定款に掲げられた次の文意に沿って、三溪園の管理・運営を行っています。 
「国民共有の文化遺産である重要文化財建造物等及び名勝庭園の保存・活用を通して、歴史及
び文化の継承とその発展を図り、潤いある地域社会づくりに寄与するとともに、日本の文化を世界に発
信する」 （公益財団法人 三溪園保勝会 定款 第3条） 
令和3年度もこの目的に則し、事業を行いましたのでここに報告します。 
 

２ 令和３年度の事業 
 
令和2年2月以降収束することなく続く感染症による影響は、依然インバウンドや団体の入園、  
鶴翔閣等貸出施設利用の大幅な減少を招き、それに伴う深刻的な減収が続いており、大幅な経
費節減を図りましたが、一方で名勝庭園と文化財建造物の維持保存については施設の根幹をな
すものであることから最優先すべき事業として実施しました。 
また、経営戦略の立案とそれに基づく施策・事業の推進のための横浜市の経営アドバイザリー業務
委託によるコンサルタントの支援は2か年目を迎え、減収による厳しい運営状況の中で収益向上の
ための経営戦略の検討及び人材の確保・育成や企画・広報への注力、組織の存続・成⾧を図る
上での業務の適正化や改善の取組みを行いました。 
 

3 公益目的事業（571,577 千円） 
 
3-1 庭園および歴史的建造物の公開と、それを活用した日本の伝統・文化の紹介 
 
（1）令和 3 年度の入園者の状況  ｟資料 1｠                           

入園者総数     265,987 人 （令和 2 年度 217,595 人   前年度比 122.2％） 
有料入園者     207,808 人 （令和 2 年度 166,262 人   前年度比 125.0％） 

   外国人            2,220 人 （令和 2 年度   5,968 人   前年度比  37.2％） 
   こども            8,223 人 （令和 2 年度   8,649 人   前年度比  95.1％） 
 
（2）催事   ｟資料 2｠   
   施設の認知、来園の動機づけ、また日本の伝統文化や季節感に触れ親しんでもらうことを目的と 

して、年間を通して多様な催事を企画・開催しました。従来その多くは市民団体や機関、周辺  
地域、ボランティア、作家、横浜市等との連携･協力のもとに実施し、財団単独では成しえない魅
力の創出や集客効果の向上にもつながっていますが、感染症防止のため昨年度と同様、密閉・密
集・密接を回避する趣旨から一部は中止・縮小しましたが、日本とスウェーデンの現代美術作家に
よる屋外作品展やフランス老舗宝飾ブランドとのコラボレーションによる展示会、紅葉のライトアップな
ど新規企画による催事も実施し、話題性の創出と集客につながりました。 
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3-2 庭園および歴史的建造物の維持・管理   ｟資料 3｠ 
名勝三溪園整備委員会委員の助言・指導のもと年次計画に沿って整備を進めました。 

 
（1）名勝三溪園整備委員会の開催 

各分野（庭園・建築・植生・地盤工学・歴史）の識者による名勝三溪園整備委員会については、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、オンラインを併用して実施したほか、テーマを絞りこんだ専
門委員による現地指導会議により、事業計画、修理方針、施工方法等について助言を受けまし
た。 

 
（2）庭園の整備   

（ア） 植栽の整備 
庭園内でマツ枯れ（マツノザイセンチュウ病）及びナラ枯れ（ブナ科樹木萎凋病）被害が進行
したため、伐倒処理等を進めました。 

（イ） 大池護岸修理工事 
老朽化した大池護岸の一部を修理しました。 

（ウ） 外苑の橋修景整備工事 
老朽化した外苑流れに架かる橋の一つを改修しました。  

（エ） 観覧環境の整備 
園路の不陸や段差の整備、花木の育成・剪定、庭園諸施設の更新・小破修繕等、来園者の
安全で快適な観覧環境を維持するための整備を行いました。 

 
（3）歴史的建造物の修理 

（ア） 重要文化財建造物の大規模修繕 
   臨春閣及び旧東慶寺仏殿の修理及び耐震補強工事を実施しました。 

臨春閣は感染症の影響等により工期に大幅な遅れが生じましたが、重要文化財指定部分
（第一屋・第二屋・第三屋）は完了し、重要文化財指定外の玄関棟の耐震補強工事を令
和4年度内の完了予定です。 
また、半解体修理を行っている旧東慶寺仏殿は、着手は遅れたものの令和5年度の竣工を  
予定し工事を進めています。 

（イ）小破損の修理 
臨春閣保存修理工事に伴い取り外していた、建物内部の欄間・襖を復旧しました。 
また、鶴翔閣・玄関棟庇屋根の葺き替え（杮葺）、楽室棟茅葺屋根の一部補修を行いました。
その他、経年の劣化や地震による被害などにより脱落した壁の修理（蓮華院・聴秋閣など）や、
表具の張替えを実施しました。 

 
（4）その他の修理・整備 

（ア）トイレ排水管の改修 
経年により汚水のつまりが多発していた三溪記念館周りのトイレの排水管の交換を行いました。 

（イ）隣接地の樹木整備 
隣接地の樹木整備（倒木や高木・枯木等の危険樹木、越境樹木の伐採、除草、落ち葉清
掃など）を行いました。 

 
3-3 原三溪および三溪園に関する美術品、資料等の収集、保存および活用 

 
(1)展覧会の開催 

三溪自筆の書画やゆかりの作家作品など所蔵する作品をテーマに合わせて選択・構成した所蔵品
展を７回開催しました。また、観蓮会に合わせ、企画展「蓮へのいざない」を開催しました。 
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（2）美術品、資料等の収集･保存、活用 
（ア）寄贈･寄託品の新規受入 

《寄贈》 
鶴翔閣を背にした運送車と人物の写真（額装）１点 
雛人形 一式 
小島一谿画「三溪園」（額装）1 点 
原三溪画「老梅」・「雉子」・「風竹」（三幅対）3 点 
原三溪画「慈萱八十四歳肖像」 1 点 
原三溪画「紺屋 洛西嵯峨の里所見」 1 点 
原三溪画「春蘭」 1 点 
原三溪書「過郷想親之詩 親闈辞去」 1 点 
原三溪書「暮秋懐郷親之詩 凉天日暮」 1 点 
青木久衛画「蘭図」 1 点 

（イ）所蔵品の貸出 
埼玉県立歴史と民俗の博物館 特別展「青天を衝け 渋沢栄一のまなざし」（令和 3 年 3
月 20 日～5 月 16 日日）への下村観山筆 「城外の雨」の提供 

 
（3）三溪記念館の保守 

三溪記念館収蔵庫の環境調査および除塵防黴の施工を行いました。 
 

3-4 ボランティアの運営と活動   ｟資料４｠ 
 

感染症拡大のため、ガイド等の対人を前提とする活動は休止としていましたが、10月頃より再開に向
けた移行期間を設け準備を行っています。庭園の保守管理などの活動については、状況を見ながら再
開しました。 
ボランティア登録者数:194名（令和４年3月31日現在） 

《内訳》 ガイド･インフォメーション124名、合掌造り管理運営47名、庭園保守管理61名 
※重複登録あり。 

 
3-5 市民や地域、他機関とのおもな協働・連携  ｟資料５｠ 
 

近隣の地域や施設、市民団体などとの協働・連携は、三溪園にとって施設の認知向上やさらなる魅
力の発信につながる重要な事業です。本年度も感染症の影響により、恒例の事業が多く中止・縮小
となりましたが、一方でゴールデンウィークの日本とスウェーデンの現代美術作家による屋外作品展や 
紅葉シーズンに鶴翔閣で開催したフランス老舗宝飾ブランドとのコラボレーション企画はまとまった集客
につながりました。 

 
（1）地域や他機関との連携 

横浜市や中区、三溪園周辺の本牧地域住民などが開催する事業は連携により相乗効果が期待
できますが、例年開催の多くが中止・縮小となりました。 
この状況の中で横浜観光コンベンションビューローの企画により実施された、高付加価値コンテンツ
造成のためのモニターツアーは、富裕層向けに三溪園の空間を少人数で贅沢に使用する、今後の
利用の一つのあり方を得る機会となりました。 

 
（2）学校との連携、利用受け入れ 

日本ガーデンデザイン専門学校、神奈川大学、京都芸術大学、東京農業大学、横浜国
立大学など、建築や造園、観光学等に関する学科・コースを持つ学校に対し、実習の
場やリモート授業への場を提供しました。また、茶道や華道などの日本の伝統文化を
学ぶ場として、鶴翔閣・白雲邸を提供しました。 
 



４ 
 

3-6 歴史的建造物の貸出   ｟資料６｠ 
文化的な活動目的に有料で貸し出している鶴翔閣や白雲邸など 10 棟の建造物は、従来利用のほ
とんどを占めていた茶会の需要がなかったことから、昨年度に続き大幅な低迷となりました。 
 

3-7 営業および広報活動    
 

（1）営業活動   ｟資料７｠ 
感染症の影響による訪問営業が依然制限される状況の中で、横浜観光コンベンションビューローや
神奈川県などが開催するリモートによる商談会やセミナー等に積極的に参加し、動向やニーズなど
情報の集積に努めながらＰＲ活動を行いました。また、FAM トリップやオリンピック関連取材受け入
れを行いました。 

 
（2）広報活動   ｟資料８｠ 

感染症の影響により、積極的な集客のための広報活動が行えない状況の中で、施設の認知を広
げるため、ホームページや SNS を中心とした情報発信の改善に努めました。 
また、他機関事業との連携や既存イベントに新たな企画を盛り込み、話題性を意識した広報に取
り組みました。 
 

3-8 利便性と満足度の向上に向けた施設の整備 
（1）ホームページの充実化 

インスタグラムと連動させた最新情報を前面に掲載するなど効率的な情報発信、来園の動機づけ
を行ったほか、入園やイベント参加のためのチケットを閲覧時にその場で購入できるよう、利用しやす
い環境を整備しました。 
 

（2）満足度調査 
来園者のニーズや動向の分析し、環境整備や施設運営の改善を図るため、園内やホームページ内
にアンケートを設置しました。 
 

（3）電子チケットの利用促進 
   繁忙期の入園料購入やイベント開催時のチケット入手、精算などの効率化のため、電子チケットの

利用促進を図りました。 
 

（4）感染症拡大防止対策 
   検温の実施、マスクの着用、手指の消毒、飛沫防止フィルムの設置など、園内スタッフに感染防止

のための対策を徹底したほか、来園者にも協力を呼びかけ、安全・安心な施設環境としました。 
 

3-9 寄附の受入れ 
庭園や歴史的建造物維持等のための資金にあてる寄附の促進を目的に、オンライン寄附の仕組みを
導入しました。その結果、25件、528,000円のオンライン寄附があり、それ以外の寄附と併せて寄附
総額は1,037,516円となりました。（令和2年度 14件 540,778円） 

 

4 収益目的事業（107,866 千円） 
 
公益目的事業推進のため、来園者の利便設備として駐車場、茶店の賃貸、茶席、ミュージアムショップ
等を運営するとともに、鶴翔閣と古建築の一部および庭園を披露宴や展示会･パーティー･撮影会等、
幅広い目的に貸し出しました。 

 
4-1 ウェディングでの利用   ｟資料 9｠ 

 
（1）鶴翔閣の披露宴利用 

感染症の影響により、昨年度に続き、感染症拡大前よりも大幅な減少となりました。 
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（2）庭園での記念撮影 
感染症の流行は続いているものの、利用件数は令和２年度よりも約 4 割、感染症拡大前の令和
元年度よりも約 3 割増加しました。 
 

4-2 記念品販売   ｟資料 10｠ 
感染症の影響による赤字対策として週末のみの営業とするなどの対策を講じました。 

 
4-3 茶席「望塔亭」の営業 

本格的な茶道をリーズナブルに気軽に体験できるコーナーとして、従来来園者に好評でしたが、感染
症の影響により、前年度に続き休業としました。 

 

5 役員会の開催状況 
 
5-1 理事会 

 
（1）令和 3 年 6 月 8 日 10 時 30 分～    会場:三溪園 白雲邸 

議案 
第 1 号議案  令和 3 年度事業報告および決算報告について 
第 2 号議案  令和 3 年度予算における正味財産額の補正について 
第 3 号議案  評議員会の開催について 
報告事項 
1. 余剰金解消策について 
2. 令和 2 年度の寄附について 
3. 評議員の辞任について 
4. 理事⾧、副理事⾧、業務執行理事の職務の執行状況について 

 
（2）令和 4 年 3 月 10 日 10 時～ 会場:三溪園 鶴翔閣 

議案 
第 1 号議案  令和 4 年度事業計画、収支予算並びに資金調達及び設備投資の見込みに

ついて 
第 2 号議案  園⾧及び副園⾧の雇用契約について 
第 3 号議案  委員会委員の選任について   
第 4 号議案  評議員会の開催について 

報告事項 
1. 機能強化に向けた経営アドバイザリー業務委託等の実施状況について 
2. 評議員の辞任について 
3. 理事⾧、副理事⾧、業務執行理事の職務の執行状況について 

 
5-2 評議員会 

 
（1）令和 3 年 6 月 23 日 10 時～    会場:リロの会議室 関内横浜スタジアム前 

議案 
第 1 号議案 令和 2 年度決算報告について 
第 2 号議案 令和 3 年度予算における正味財産額の補正について 
第 3 号議案 評議員及び理事の選任について 

その他 
報告事項１ 令和 2 年度事業報告について 
報告事項２ 評議員の辞任について 
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（2）令和 4 年 3 月 29 日 14 時 30 分～    会場:リロの会議室 関内横浜スタジアム前 
議案 

第 1 号議案 令和 4 年度度事業計画、収支予算並びに資金調達及び設備投資の見込みに
ついて 

第 2 号議案 理事の選任について 
その他 

報告事項１ 機能強化に向けた経営アドバイザリー業務委託等の実施状況について 
報告事項２ 評議員、理事の辞任等について 
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公益財団法人 三溪園保勝会 
















































